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新たに活動をはじめる中
互いにつながり　寄り添い　分かち合う

「絵本とおはなしの会・赤とんぼ」文部科学大臣表彰受賞



　

一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
長
い
間
一

宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
白
井
陽
氏
が
退
任
さ
れ
、
新
し
い
会

長
に
吉
野
繁
德
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
理
事
に
お
い
て
は
、
一
宮
町
議
会
と
社
会
福
祉
施
設
の
選
出
区
分
が
新
設
さ
れ
理

事
の
定
数
が
８
名
か
ら
10
名
に
、
評
議
員
に
お
い
て
は
一
宮
町
校
長
会
と
保
護
司
会
の
選

出
区
分
が
新
設
さ
れ
、
評
議
員
の
定
数
が
９
名
か
ら
11
名
に
増
え
ま
し
た
。

　

評
議
員
選
任
・
解
任
委
員
に
つ
き
ま
し
て
も
委
員
の
退
任
に
伴
い
、
新
し
い
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

互いに支えあい互いに支えあい
安心して暮らせる地域社会を安心して暮らせる地域社会を

地域で〝これ何〟と思ったとき地域で〝これ何〟と思ったとき
気軽に声をかけて気軽に声をかけて

　

こ
の
度
、
６
月
19
日
付
で
一
宮
町
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
吉
野
繁
德

と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

誠
心
誠
意
努
め
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
五
類
感
染
症
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
徐
々
に
社
会
・
経
済
活
動
も
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
様
々
な
活
動
制
限
等
に
よ
り
、
人
々
の
生
活
は
大

き
く
変
化
し
社
会
的
孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
個
人
や
世
帯
が
抱
え
る
問

題
も
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
は
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
住
民
が
役
割
を
持
ち
支
え

あ
い
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成

し
、
助
け
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
出
来
る
「
地
域
共
生
社
会
の
実

現
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

一
宮
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
、
地
域
住
民
の
皆
様
や
地
域
の
関
係

機
関
や
団
体
と
連
携
し
「
互
い
に
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
本
会
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
福
祉
の

充
実
・
発
展
に
向
け
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
、
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

吉
野　

繁
德

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
成
し
助
け
合
い

理
事
・
監
事
・
評
議
員
の
紹
介

役　職 氏　名 選出区分

会　長 吉野　繁德 一宮町議会

副会長 峰島　重昭 民生委員児童委員協議会

〃 柳澤　伸子 社会福祉団体（ボランティア連絡
協議会）

理　事 杉坂　　温 区長会

〃 齋藤　繁美 社会福祉団体（つくも会）

〃 中村　照夫 社会福祉団体（障害者福祉会）

〃 森　　常磨 行政機関の職員

〃 石井　　治 学識経験者

〃 井上　高子 学識経験者

〃 酒井　定男 社会福祉施設

監　事 川﨑　正道 学識経験者

〃 森田　明美 学識経験者

氏　名 選出区分
川﨑　正道 監事

根本　啓三 外部委員

長谷川恵利 事務局員

役　職 氏　名 選出区分

評議員 山口　周作 社会福祉団体

〃 渡邉　年子 社会福祉団体

〃 三枝　栄一 保護司会

〃 豊田　武文 一宮町校長会

〃 渡邉惠之助 社会福祉施設

〃 吉野　　昇 地域の福祉関係者
（西部地区社協）

〃 中村　金三 地域の福祉関係者
（市街地区社協）

〃 田中　　登 地域の福祉関係者
（北部地区社協）

〃 田中　清治 地域の福祉関係者
（東浪見地区社協）

〃 鶴岡　昭治 地域の福祉関係者
（東部地区地区社協）

〃 荒木三枝子 ボランティア活動を行う者
（ボランティアセンター）

理事・監事

評議員選任・解任委員

評議員



　

今
回
の
講
習
会
は
赤
十
字
救
急
法
の
普

及
を
担
う
人
材
を
育
成
し
、
持
続
的
な
講

習
普
及
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
た
も
の

で
、
参
加
者
50
名
、
ス
タ
ッ
フ
15
名
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
災
害
が
発
生
し
避
難
所
に

い
る
大
勢
の
人
に
非
常
食
を
配
布
す
る
時

の
炊
き
出
し
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

釜
の
組
み
立
て
方
を
教
わ
っ
た
後
、
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
と
い
う
熱
に

強
い
袋
を
使
っ
た
お
米

の
炊
き
方
を
教
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
ご
飯
に
レ

ト
ル
ト
の
カ
レ
ー
で
昼

食
を
い
た
だ
き
、
災
害

時
で
も
十
分
お
い
し
く

い
た
だ
け
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
幼
児
向
け
防

災
教
材
『
ぼ
う
さ
い
ま
ち
が
い
さ
が
し
き

け
ん
は
っ
け
ん
！
』
を
使
っ
た
幼
児
向
け

の
教
え
方
や
高
齢
者
の
疑
似
体
験
や
車
い

す
の
扱
い
を
学
び
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
久
し
く
研
修
が
受
け
ら
れ

な
く
、
忘
れ
て
い
た
こ
と
が
多
く
、
今
回

の
研
修
で
災
害
時
の
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
の
作

り
方
や
釜
の
組
み
立
て
方
を
も
う
一
度
教

え
て
い
た
だ
き
助
か
り
ま
し
た
。

　

千
葉
県
内
14
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
89
名
が
集
ま
り
、
午
前
10
時
に
開
会
式

が
始
ま
り
、
主
催
者
の
挨
拶
、
ル
ー
ル
の
説

明
や
準
備
体
操
を
し
た
後
、
各
市
町
村
に
分

か
れ
て
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
は
、
１
ホ
ー
ル
15
ｍ
か
ら
50
ｍ
の

各
ホ
ー
ル
を
少
な
い
打
数
で
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト

に
ボ
ー
ル
を
入
れ
る
競
技
で
、
経
験
し
た
こ

と
が
あ
る
方
は
１
ホ
ー
ル
を
２
打
か
ら
４
打

で
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
標
準
コ
ー
ス
で
あ
る
８
ホ
ー
ル

を
赤
コ
ー
ス
と
青
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
に
分

け
、
昼
食
を
挟
み
な
が
ら
、
全
16
ホ
ー
ル
を

参
加
者
が
楽
し
く
競
技
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
安
将
靖
さ
ん
は
、
「
み
ん
な

で
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
、
運
よ
く
２
位
も

受
賞
し
素
晴
ら
し
い
１
日
が
過
ご
せ
ま
し

た
。
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
他
の
参
加
者

も
久
し
ぶ
り
に
他
の
団
体
の
方
々
と
交
流
が

持
て
て
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
大
会
に
な
り
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
だ
れ
で
も
楽
し
め

る
競
技
で
、
一
宮
町
つ
く
も
会
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
す

る
に
は
ピ
ッ
タ
リ
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
参
加
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

担
当　

土
師

災
害
用
非
常
食

災
害
用
非
常
食  
炊
き
出
し
の
作
り
方

炊
き
出
し
の
作
り
方

　

６
月
27
日
に
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
に
て
「
赤
十

字
奉
仕
団
指
導
技
術
等
研
修
会
」
に
片
岡
副
委
員
長
と

事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス

（
災
害
用
非
常
包
装
食
）
の
作
り
方
や
災
害
時
の
釜
の
組

み
立
て
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
車
椅
子
の
操
作

や
高
齢
者
に
な
っ
た
感
覚
が
体
験
で
き
る
実
習
を
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
研
修
な
ど
に
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、久
し
ぶ
り
の
研
修
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

６
月
６
日
に
市
原
市
文
化
の
森
に
て

千
葉
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
主
催
の

「
第
14
回
ふ
れ
あ
い
健
康
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
」
に
一
宮
町
障
害
者
福
祉
会

か
ら
５
名
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
の
中
、
全
16
ホ
ー
ル
を
楽
し
く
プ

レ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

日
赤
奉
仕
団

み
ん
な
で
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
、

み
ん
な
で
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
、

笑
顔
が
絶
え
な
い
大
会

笑
顔
が
絶
え
な
い
大
会

障
害
者
福
祉
会

ハイゼックスで美味しく炊けたかな

よく頑張りました

さあ行きますよ

ホールインワンを目指して

段差に気をつけて



編
集
後
記

　

白
井
様
、
長
い
こ
と
会
長
職
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
続
け
て
頂
け
る
と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
ど
う
ぞ
お
身

体
に
気
を
付
け
て
ゆ
っ
く
り
と
な
さ
っ
て

下
さ
い
ま
せ
。

　

線
状
降
水
帯
な
ん
て
言
葉
は
去
年
あ
た

り
か
ら
で
す
よ
ね
。
テ
レ
ビ
で
み
る
惨
状

は
何
と
申
し
上
げ
て
良
い
の
や
ら
、
言
葉

も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
は
何
処
へ
逃
げ

ま
す
か
、
私
は
わ
か
ら
な
い
。近

藤
美
保
子

令和4年度社会福祉協議会会計決算 （単位：円）
収  　　  入 支  　　  出

会費収入 1,769,600 人件費支出 53,161,377
寄付金収入 480,762 事業費支出 39,225,482
経常経費補助金収入 24,035,629 事務費支出 5,730,434
受託金収入 41,613,206 貸付事業支出 50,000
貸付事業収入 96,000 助成金支出 990,000
事業収入 51,700 負担金支出 48,900
介護保険事業収入 27,073,796 共同募金配分金事業費 164,000
障害福祉サービス等事業収入 6,974,700 流動資産評価損等による資金減少額 0
受取利息配当金収入 1,012 固定資産取得支出 0
その他の収入 427,493 積立資産支出 530,500
施設整備等補助金収入 0 その他の活動による支出 1,886,880
施設整備等寄付金収入 0 予備費 0
積立資産取崩収入 5,000,000 当期末支払資金残高（次年度繰越金） 31,768,947
その他の活動による収入 0
前期末支払資金残高（繰越金） 26,032,622

合　　計 133,556,520 合　　計 133,556,520

令和5年度社会福祉協議会会計予算 （単位：円）
収  　　  入 支  　　  出

会費収入 1,825,000 人件費支出 63,265,000
寄付金収入 133,000 事業費支出 40,214,000
経常経費補助金収入 25,737,000 事務費支出 6,667,000
受託金収入 50,732,000 貸付事業支出 100,000
貸付事業収入 100,000 助成金支出 1,630,000
事業収入 46,000 負担金支出 61,000
介護保険事業収入 27,338,000 固定資産取得支出 0
障害福祉サービス等事業収入 7,795,000 積立資産支出 556,000
借入金利息補助金収入 1,000 その他の活動による支出 2,039,000
受取利息配当金収入 9,000 予備費 500,000
その他の収入 225,000 当期末支払資金残高（次年度繰越金） 0
施設整備等補助金収入 0
施設整備等寄付金収入 0
積立資産取崩収入 0
前期末支払資金残高（繰越金） 1,091,000

合　　計 115,032,000 合　　計 115,032,000

ふれあい昼食会のお知らせです

　例年10月に町内に住む75歳以上のおひとり暮らしの皆さまをお

招きして、ボランティアによる食事と演芸を楽しんでいただくこ

とを目的として開催しておりましたふれあい昼食会は、昨年と同

様お弁当を配付する形での訪問を予定しています。

　対象となる皆様には、改めてお知らせいたします。

を開催します。

開催日
令和５年１０月１５日（日）

場　所
一宮町保健センター・
一宮町保健センター前駐車場・
役場前駐車場

日　程
開会　１０：００～
閉会　１３：３０

※実施・中止いずれも午前７時３０分、
　防災行政無線にてお知らせします。

第７回

一宮町ボランティア
福祉子ども
フェスティバル

一宮町ボランティア
福祉子ども
フェスティバル

結婚50周年記念
贈呈について

申込み先

締切日
令和５年９月15日(金)

電話 (42)3424 一宮町社会福祉協議会

令和５年度

対象者

お問い合わせ

※一宮町に本籍がない方は、本籍地の戸籍謄本が
必要です。

昭和48年9月1日～昭和49年8月31日
までにご結婚された方

一宮町社会福祉協議会に申込用紙を
ご用意いたします。
印鑑をご持参の上お越し下さい。


